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新年度一般会計予算を修正可決
日本・メキシコ学生交流プログラムに関する
　  予算を削除する修正動議が提出されました
　　　　　　発議者　貝塚嘉
　　　　　　賛成者　伊藤博明、石井芳清、瀧口義雄、滝口一浩、大野吉弘
*提案理由
　平成 30年度御宿町一般会計予算案には、歳出予算に日本・メキシコ学生交流プログラムの予算が計上さ
れているが、本事業は、メキシコ全土の学生を対象としているものであり、地域住民の福祉向上を最優先
に進めるべき基礎的自治体である町が主体となり実施するに相応しい事業ではないと考える。
　また、町行政は、限られた財源と人員で産業振興や公共施設の有効活用、子育て支援や高齢化進展への
対策など多くの課題へ対応をしなければならない現状にある。職務は今後益々高度化、複雑化が進むこと
が見込まれ、かつ財政面においては年々厳しくなる町の実情において、本事業を今町が主体となり行う有
効性、優位性は見出せない。
　過去２年間、町が主体となり行ってきたが、この事業による住民への経済効果、また国際意識や地元愛
への醸成がどれほど図られたかは、疑問が残るところであり、本事業については、一旦立ち止まり今後に
ついて、再度検討すべき時期であると考える。
　以上、事業対象者と事業の実施主体、町の実情、さらには過去の事業効果なども踏まえ、平成 30年度予
算に計上された日本・メキシコ学生交流プログラムの実施に係る予算の削除を求める。

*修正動議とは
　修正動議とは、原案の変更を求めて、議員から議会に対して提議を行うものです。今回の修正動議は、
平成 30年度一般会計当初予算に計上された日本・メキシコ学生交流プログラムに係る経費約 232万円の削
除を求めるものです。
　今回の採決では、
　　①原案に賛成・修正案に反対 
　　　（日本・メキシコ学生交流プログラムの予算を削除せず、
　　　町長から提案された議案に賛成する。）
　　②原案に反対・修正案に賛成
　　　（日本・メキシコ学生交流プログラムの予算を削除し、
　　　その他の部分については町長から提案された議案に賛成する。）
　　③原案、修正案ともに反対
　のいずれかを決定することとなりました。

*修正動議が提出された背景
　日本・メキシコ学生交流プログラムは、平成 26年度、平成 27年度に実行委員会方式で行われましたが、
平成 28年度以降は、町が実施主体となり行われました。実施主体が変更となった理由を調査するため、議
会において委員会が設置され、調査が行われました。
　委員会からは、実施主体が変更となった理由のほか、①プログラム実施にあたっては、関係機関が連携・
協力することが不可欠であり、効果がより発揮できる体制を構築すること、②プログラム以外の町事務事
業への影響等について、検証を充分に行う必要があること、③町の財源により実施されることから、事業
の効果・必要性についても検証する必要があること等が併せて報告されました。
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採決の結果、②原案に賛成・修正案に賛成 が
　　　　　　　　　  賛成多数により可決されました

　

※討論の内容は要約しています。

討論　①原案に賛成・修正案に反対
堀川賢治議員
　平成 30年度の一般会計予算は、財政状況の厳しい中、財政の健全化を念頭に、将来の御宿創生に
向けた積極的な予算編成となっております。地方創生総合戦略策定から３年が経過し、計画に掲げ
られた政策が具体的な事業となり、目標の実現に向けた町長の積極的な姿勢が見受けられます。また、
第４次総合計画の後期基本計画が策定され、総合計画の基本理念である「笑顔と夢が膨らむまち」づ
くりの実現に向けて後半戦のホイッスルが吹かれました。
　町政においては、山積する諸課題に対し、町の経営資源を活用した自主財源の確保が求められて
います。町の総力戦で対策を進めていかなければなりません。
　ここに提案された平成 30年度一般会計当初予算は、総合計画後期基本計画に基づき、生涯活躍の
まち・おんじゅくの推進、公共施設の維持管理、子育て支援、産業振興など、御宿創生に向けた配
慮がなされています。
　この予算が多くの町民の評価を得られるものであることを確信し、平成 30年度予算案に賛成しま
す。
　また、日本・メキシコ学生交流プログラムに関する予算を削除する修正動議が提出されましたが、
私は、この事業は最も大きな文化財産である 1609年の史実を伝承するもので、その意思を伸長して
いくことは、町の活力を根底より強化すると思っています。
　①事業費を予算計上しないことで、町がこの事業から手を引くことにならないか。②在日メキシ
コ大使館、外務省、県、大学等の協力を得ながらこの事業は行われてきたが、今後の協力に問題は
起きないのか。③今まで議会で予算を議決し、事業が実施されているが、どう説明するのか。④今
までどおり総合力で継続することにより、町の活性化が図れないだろうか。この４つを問いたいと
思います。
　その上で、修正案に反対します。

採決の結果、日本・メキシコ学生交流プログラムに関する予算が
削除され、その他の部分については原案のとおり可決されました。

平成 30年度予算の内容は次ページで紹介します。（②原案に反対・修正案に賛成）
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▲過去５年間の一般会計当初予算額の推移

     　　 平成 30 年度一般会計予算は 37 億 3,768 万円、
                                               　　　　　　  前年度比２億 1,468 万円の増額
　予算の編成にあたっては、第４次御宿町総合計画の
基本理念である「笑顔と夢が膨らむまち」を目標とし、
健全な財政運営の維持を念頭に置いた上で、住民が希
望を持ち、「住んでよかった」と思える特色あるまち
を実現するため、人口減少及び少子高齢化、公共施設
の老朽化などの課題に取り組み、地方の創生と住民満
足度の向上に資する施策を展開することとしました。
また、事業の効果や緊急性、将来への財政負担度、既
定の計画との整合性等を総合的に勘案した上で、特に
必要な事業に予算が重点配分されています。

●まちづくり活動ファーストステップ支援金の創設
　活力あるまちを維持するため、団体等が自主的・主
体的に取り組むモデル的で発展的な事業に対し、支援
するものです。
●高校生通学費補助
　活力あるふるさとづくり基金寄附金を活用し、高等
学校等へ通う子どもたちの通学費が補助されます。
●御宿中学校脇町道の拡幅等、
　　　　　　計画的な道路の改良や側溝の整備
　昨年度行った町道 0202号線の測量結果に基づき、道
路の拡幅工事を行います。また、久保や須賀の排水不
良や劣化を起こしている側溝の敷設替え工事が行われ
ます。

　　　
※その他平成 30年度に執行される予算として、

　　　　旧岩和田保育所解体工事などの平成 29年度から繰り越された事業費約 5,300万円が追加されます。

     国民健康保険特別会計
            歳入歳出予算総額　 　 11億 2,550万円
 　後期高齢者医療特別会計
　       歳入歳出予算総額　          1億 5,075万円
 　介護保険特別会計
　       歳入歳出予算総額            10億 7,562万円
 　水道事業会計
　       収益的収入          　            3億 4,216万円
　       収益的支出　                      3億 3,714万円
　       資本的収入　　　             　       389万円
　       資本的支出　　　　            　2,758万円

その他の会計予算 ●国民健康保険特別会計
　平成 30年度から、国民健康保険の財政運営の安
定化を目的に、県が市町村とともに運営を担うこ
ととされました。
　町は、資格管理や税の賦課徴収、保健事業の実
施など、地域におけるきめ細やかな事業を引き続
き担います。
　会計の仕組みが変更となったため、予算総額が
前年度比約３億円の減となりました。

●水道企業会計
　御宿町の水道事業は、給水開始から約 40年が経
過し、施設の老朽化が進んでいますが、小まめな
点検や速やかな漏水などへの対応により、ロスの
少ない運営がされています。

▲町道 0202 号線（御宿中学校脇）

一般会計予算 
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第１回定例会   一般質問
                             ６名の議員が一般質問を行いました。        ※ 一般質問の内容は要約して掲載しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、会議録は町ホームページで公開しています。

3 月 8 日  日程第 2 号

3 月 7 日  日程第 1 号
質問
順番 質　問　事　項 質問議員

1 １）町長の政治姿勢について
　１．平成 30年度観光施策について 貝塚 嘉　

2 １）自治体組織のあり方について
　１．現場実践に求められる資質とは 滝口 一浩

3
１）普通財産に於ける私と担当課長との見解の相違について
２）民生委員のあり方について
３）国の地籍調査事業について
４）妨害排除等請求事件について（その 3）

圡井 茂夫

4 １）町の経済活性化対策について
２）ＪＲ御宿駅のエレベーター設置について 堀川 賢治

質問
順番 質　問　事　項 質問議員

1 １）職務執行及び行政事務の検証について
２）道路等の整備について 瀧口 義雄

2

１）町長の政治姿勢について
　１．町長の町政懇談会の所管について
　２．こども園建設の経緯とこれからのまちづくりについて
　３．3月の JRダイヤ改正とエレベーター設置について
　４．御宿版 CCRCの進捗状況とこれからの進め方について
　５．協力隊の仕事の内容について
　６．森は海の恋人の講演やイノシシの講演について
　７．お米の食味分析鑑定コンテスト参加を奨励する考えはあるか
　８．リフォーム助成などで代理受領制度を活用する考えはあるか

石井 芳清
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、
延
べ
１
５
７

人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
御
宿
会
場
と
勝
浦
会
場

を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
利

用
者
は
約
２
８
０
０
人
で
し

た
。
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
や
実
行
委
員
会
で
の
反
省

を
も
と
に
、
事
業
の
充
実
に

向
け
、
関
係
者
と
よ
り
協
議

を
進
め
て
実
施
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

釣
り
キ
ン
メ
祭
り
は
、
キ

ン
メ
ダ
イ
の
不
漁
に
よ
り
価

格
の
高
騰
や
確
保
に
苦
慮
し

ま
し
た
。
幸
い
に
も
天
候
に

恵
ま
れ
、
３
８
０
０
人
が
来

場
し
ま
し
た
。
本
年
は
観
光

協
会
宿
泊
委
員
会
が
キ
ン
メ

ダ
イ
を
活
用
し
た
宿
泊
パ
ッ

ク
を
提
供
す
る
な
ど
、
新
し

い
取
組
み
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
来
場
者
に
よ
り
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
別
の
業

種
も
絡
め
た
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
も
関
係
者
と
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

　

海
岸
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
大
会
、
ビ
ー
チ

サ
ッ
カ
ー
大
会
、
ラ
イ
フ

セ
ー
ビ
ン
グ
大
会
、
オ
ー

シ
ャ
ン
ス
イ
ム
レ
ー
ス
、
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
、
秋
口
や
冬
場

の
基
礎
体
力
向
上
合
宿
も
含

め
、
年
間
を
通
し
て
海
岸
を

フ
ル
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
秋
か
ら
の
ラ
イ
フ

セ
ー
ビ
ン
グ
大
会
で
は
、
多

く
の
大
学
生
、
社
会
人
が
合

宿
を
行
い
、
延
べ
５
８
０
０

泊
の
宿
泊
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
宿
泊
委
員
会
に

よ
り
、
毎
年
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ

ン
グ
大
会
で
す
る
も
ん
汁
等

が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
御

宿
町
だ
か
ら
こ
そ
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
命
救
助
の
史

実
を
伝
承
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

各
大
学
の
正
選
手
で
な
い
学

生
等
を
対
象
に
、
ラ
イ
フ

セ
ー
ビ
ン
グ
技
術
の
向
上
の

た
め
の
大
会
を
実
施
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
、
多
く
の
ラ

イ
フ
セ
ー
バ
ー
を
世
界
に
羽

ば
た
か
せ
る
た
め
の
取
組
み

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

貝
塚
嘉 

　
議
員
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ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
御
宿
町
の
観

光
は
、
一
年
を
通
じ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
等
が
海
岸
を
活

用
し
、
躍
動
す
る
な
ど
、
本

町
の
特
性
を
活
か
し
て
他
団

体
と
の
差
別
化
を
図
り
、
観

光
振
興
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
海
沿
い
に
位
置
す
る

町
営
岩
和
田
団
地
は
、

廃
止
に
向
け
て
事
務
手
続
き

が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
を
壊
す
前
に
、
そ
の

跡
地
の
利
用
を
漁
業
組
合
、

議
会
、
地
域
住
民
等
と
協
議

を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
が
、
町
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
こ
の
場
所
は
海
岸
沿

い
に
位
置
し
て
お
り
、

観
光
、
景
観
な
ど
、
様
々
な

面
に
お
い
て
町
の
印
象
を
決

め
る
非
常
に
重
要
な
場
所
だ

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
移
転
に
つ
い
て

は
、
現
在
９
戸
の
移
転
が
完

了
し
、
残
り
９
戸
と
な
っ
て

い
ま
す
。
産
業
建
設
委
員
会

に
年
度
内
に
進
捗
状
況
の
ご

報
告
と
ま
た
解
体
等
に
あ

た
っ
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
つ
い
て
、
ご
相
談
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
営
岩
和
田
団
地

の
土
地
は
、
御
宿
岩
和
田
漁

協
の
所
有
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
住
宅
の
用
途
廃
止
を
し

た
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

漁
業
協
同
組
合
長
に
ご
相
談

し
て
い
ま
す
。

　

観
光
施
策
へ
の
活
用
や
景

観
を
良
く
す
る
た
め
に
は
、

岩
和
田
団
地
の
跡
地
だ
け
で

な
く
、
海
岸
線
一
帯
を
視
野

に
入
れ
た
利
用
と
い
う
こ
と

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
、
多
く
の
方

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
産
業
建
設
委
員
会
と
も

細
か
く
調
整
を
図
り
、
ス

テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
建
設
環
境
課
長
）

滝
口
一
浩
議
員

自
治
体
組
織
の
あ
り
方
に
つ

い
て

●
現
場
実
践
に
求
め
ら
れ
る

　

資
質
と
は

Ｑ
役
場
職
員
は
、
地
域

が
持
っ
て
い
る
本
来

の
魅
力
、
本
当
の
宝
を
理
解

し
、
地
元
に
根
付
く
哲
学
や

思
想
、
美
学
も
継
承
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
地
域
に
対
し
て
思
い
入

れ
が
な
い
人
が
集
ま
る
だ
け

で
は
何
も
起
こ
せ
ま
せ
ん
。

　

職
員
の
育
成
に
つ
い
て
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

Ａ
豊
か
な
人
間
性
を
持

つ
職
員
の
育
成
を
常

に
心
が
け
て
い
ま
す
。
仕
事

を
す
る
上
で
地
域
の
持
っ
て

い
る
本
来
の
魅
力
、
本
当
の

宝
は
何
か
を
洗
い
出
し
、
そ

の
浸
透
と
活
用
に
よ
っ
て
地

域
の
活
力
を
喚
起
し
よ
う
と

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

Ｑ
町
の
職
員
は
、「
ど
の

よ
う
な
考
え
に
基
づ

き
行
動
す
る
の
か
」
と
い
う

基
本
的
な
姿
勢
が
問
わ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

住
民
起
点
に
立
っ
た
現
場

主
義
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
気
骨
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
や
大
胆
な
見
直
し
作

業
が
実
を
結
ぶ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
み
ん
な
で

よ
く
な
ろ
う
」
と
い
う
気
持

ち
が
重
要
視
さ
れ
る
時
代
で

も
あ
り
ま
す
。

　

職
員
の
姿
勢
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
職
員
が
理
想
に
向

か
っ
て
進
む
と
い
う

姿
勢
に
肝
心
な
こ
と
は
、
現

実
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
つ

つ
進
む
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

Ｑ
行
政
も
民
間
も
自
分

た
ち
の
頭
で
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
が
地
域
活
性

化
を
行
う
上
で
の
基
本
だ
と

思
い
ま
す
。専
門
家
の
力
は
、

必
要
な
と
き
に
求
め
、
自
分

た
ち
で
事
業
計
画
の
進
め
方

や
組
立
て
の
バ
ラ
ン
ス
を

し
っ
か
り
考
え
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
御
宿
版
Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
の
実
現
に
向
け
た
事
業

も
開
始
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で

の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ

か
ら
の
事
業
の
組
立
て
方
、

進
め
方
に
つ
い
て
、
を
副
町

長
に
伺
い
ま
す
。

Ａ
御
宿
町
の
地
域
再
生

計
画「
生
涯
活
躍
の
ま

ち
・
お
ん
じ
ゅ
く
」
に
つ
い

て
は
、
本
年
１
月
22
日
付
で

国
に
申
請
し
ま
し
た
。
計
画

に
記
載
し
た
い
ず
れ
の
取
組

み
も
、
住
民
同
士
、
ま
た
住

民
と
行
政
が
連
携
・
協
力
し
、

地
域
の
課
題
の
解
決
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
一
番
の
基
本

だ
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
取
組
み
を

展
開
す
る
中
で
壁
に
直
面
し

た
際
に
は
、専
門
的
な
知
識
、

あ
る
い
は
技
能
の
習
得
、
専

門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
等
が
必

要
な
場
合
も
想
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
状
況
に
応
じ
て
機
会

を
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
副
町
長
）

▲賑わう釣りキンメ祭りの会場
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Ｑ
例
え
ば
、
週
１
回
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、

現
場
か
ら
戻
っ
て
き
た
ら
報

告
し
合
う
な
ど
、
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
、

職
員
間
の
連
携
が
で
き
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
単
に
業
務

上
必
要
だ
か
ら
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
職
員
自
身
の
発

想
転
換
と
な
る
き
っ
か
け

や
、
心
理
的
・
精
神
的
な
負

担
を
和
ら
げ
る
と
い
う
効
果

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
気
遣
い
を
管

理
職
が
で
き
る
か
が
、
こ
れ

か
ら
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
副
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

Ａ
役
場
の
職
員
は
、
町

民
と
直
接
接
す
る
立

場
に
あ
り
、
行
政
の
最
前
線

に
立
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
御
宿
町
の

よ
う
な
小
規
模
な
自
治
体
で

は
、
１
人
の
職
員
が
何
種
類

も
の
業
務
を
担
当
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

中
、
組
織
と
し
て
適
切
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
部

下
の
育
成
や
健
康
管
理
を

行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
管

理
職
が
法
令
に
精
通
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
き
、

職
員
が
見
聞
き
し
て
き
た
現

場
の
状
況
を
き
ち
ん
と
聞
き

入
れ
、
町
民
の
要
望
を
的
確

に
把
握
す
る
と
い
う
こ
と
が

非
常
に
大
切
だ
と
考
え
ま

す
。

（
答
弁
者
…
副
町
長
）

Ｑ
庁
舎
内
だ
け
で
な
く
、

自
治
体
間
で
の
情
報

の
共
有
、
連
携
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
活
用
例
も
多
く

出
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ

た
デ
ー
タ
の
活
用
は
、
地
理

的
制
限
が
な
く
、
離
れ
た
自

治
体
間
で
も
連
携
し
な
が
ら

研
究
で
き
、
人
脈
づ
く
り
に

も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　

自
治
体
間
の
デ
ー
タ
活
用

に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

有
用
性
が
言
わ
れ
て
お
り
、

こ
う
い
う
デ
ー
タ
を
ど
の
よ

う
に
行
政
に
反
映
で
き
る
の

か
等
の
研
究
に
は
、
自
治
体

間
の
連
携
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
機

会
が
あ
れ
ば
、
参
加
を
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
ア
カ
デ

ミ
ー
な
ど
へ
の
職
員
派
遣

や
、「
幸
せ
リ
ー
グ
」
な
ど

に
は
、
参
加
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
自
治
体
経
営
で
は
、

財
政
の
効
率
化
と
住

民
満
足
度
を
い
か
に
両
立
し

て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。

　

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

Ａ
自
治
体
経
営
は
、
住

民
福
祉
の
向
上
を
目

指
し
て
効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
心
が
け
る
こ
と
が
基
本

で
あ
り
、
住
民
の
期
待
に
応

え
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
、
活
力
あ
る
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
各
団
体
と
協
力
し

て
知
恵
を
出
し
合
い
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、
行

財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

Ｑ
役
場
内
に
お
い
て
は
、

立
場
を
問
わ
ず
、「
自

分
が
リ
ー
ダ
ー
だ
」
と
い
う

思
い
を
持
っ
て
働
け
る
か
ど

う
か
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
域
、
段

階
に
応
じ
た
リ
ー
ダ
ー
意
識

を
持
つ
職
員
を
育
成
で
き
な

い
と
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体

経
営
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
方
創
生
に
関
す

る
計
画
等
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
町
長
は
計
画
の
実

現
に
は
、
何
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
か
。

Ａ
地
方
創
生
と
は
地
域
の

特
性
、
資
源
を
最
大
限

に
活
用
し
、
地
域
に
活
力
を

喚
起
さ
せ
、
経
済
と
と
も
に

人
々
の
心
の
活
性
化
を
実
現

す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
を
創
生
す
る
た
め
に
最

も
必
要
な
こ
と
は
挑
戦
す
る

心
で
あ
り
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
な
る

こ
と
に
意
欲
的
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

Ｑ
人
口
減
少
は
避
け
が

た
く
、
税
収
も
減
少

し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
、
月
の
沙
漠
記

念
館
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク

な
ど
、
老
朽
化
し
た
施
設
へ

の
対
応
な
ど
の
支
出
増
加
に

対
し
、
減
少
し
続
け
る
限
り

あ
る
税
収
で
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
で
す
か
。

Ａ
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
等
の
長
寿
命
化
や

更
新
に
必
要
な
経
費
は
、
今

後
確
実
に
増
加
し
て
い
き
ま

す
。
経
費
の
抑
制
に
は
、
個

別
の
施
設
の
今
後
の
あ
り
方

を
十
分
に
検
討
の
上
、
適
正

管
理
を
着
実
に
進
め
る
こ
と

で
財
政
負
担
を
軽
減
、
平
準

化
す
る
と
と
も
に
、
時
代
に

即
し
た
施
設
の
最
適
配
置
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
改
修

等
に
は
一
時
的
に
多
額
の
費

用
が
必
要
と
な
る
の
で
、
財

政
負
担
の
緩
和
の
た
め
に
公

共
施
設
維
持
管
理
基
金
へ
の

積
立
て
と
繰
入
れ
を
計
画
的

に
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

あ
わ
せ
て
、
行
財
政
改
革

へ
の
取
組
み
を
進
め
、
事
業

の
民
間
委
託
や
業
務
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
で
経
常
経
費

を
削
減
す
る
こ
と
、
ま
た
税

を
初
め
と
す
る
各
種
賦
課
金

の
徴
収
体
制
の
強
化
と
経
済

活
性
化
に
よ
る
税
源
等
の
確

保
に
も
積
極
的
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
町
に
は
多
く
の
町
有

財
産
が
あ
り
ま
す
。

売
却
で
き
る
も
の
は
売
却
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

Ａ
町
か
ら
借
り
て
い
る

土
地
を
購
入
し
た
い

と
い
う
方
も
お
り
、
そ
う
い

う
場
合
に
つ
い
て
は
町
有
財

産
の
売
却
を
進
め
た
い
と
考

え
て
は
い
ま
す
が
、
地
図
の

混
乱
地
域
に
お
い
て
は
、
そ

の
ま
ま
売
却
で
き
ま
せ
ん
。

測
量
を
進
め
、
整
っ
た
と
こ

ろ
で
、
で
き
る
も
の
に
つ
い

て
は
売
却
を
進
め
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
企
画
財
政
課
長
）

　

財
産
処
分
に
つ
い
て
は
慎

重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）
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圡
井
茂
夫
議
員

普
通
財
産
に
於
け
る
私
と
担

当
課
長
と
の
見
解
の
相
違
に

つ
い
て

Ｑ
町
有
地
を
一
部
買
い

上
げ
た
方
が
、
残
っ

た
町
有
地
の
中
に
、
施
設
を

つ
く
っ
て
あ
り
、
12
月
議
会

で
町
有
地
が
占
用
さ
れ
て
い

る
と
指
摘
し
ま
し
た
が
、
企

画
財
政
課
長
か
ら
、
見
解
の

違
い
だ
と
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
な
ぜ
見
解
が
違
う
の
か

お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
先
方
は
、
町
の
許
可

を
得
て
使
っ
て
い
る

と
い
う
よ
う
な
主
張
で
す
。

た
だ
、
町
が
許
可
を
出
し
た

か
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
本
人

と
町
の
意
見
が
食
い
違
っ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
、
話
し

合
い
で
解
決
し
て
い
く
段
階

で
す
。

（
答
弁
者
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
町
有
地
に
関
わ
る
場

所
で
、
隅
切
り
が
な

い
た
め
に
緊
急
車
両
が
入

れ
な
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。

一
刻
も
早
く
隅
切
り
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
現
に
借
り
手
が
お
り
、

そ
の
場
所
に
お
住
ま

い
で
す
。
強
引
に
話
を
進
め

る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
の

で
、
土
地
が
返
却
さ
れ
た
段

階
で
考
え
る
よ
う
な
案
件
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
緊
急
車
両
が
通
れ
な

い
等
の
の
デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。

　

隅
切
り
を
つ
く
る
方
向
で

協
議
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
現
に
お
住
ま
い
に

な
っ
て
い
る
方
が
い

ま
す
。
協
議
の
中
で
難
し
い

と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
の

で
、
緊
急
車
両
が
入
ら
な
い

か
ら
と
い
っ
て
、
町
が
そ
の

人
の
権
利
を
阻
害
す
る
わ
け

に
は
な
か
な
か
い
か
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

（
答
弁
者
…
企
画
財
政
課
長
）

民
生
委
員
の
あ
り
方
に
つ

い
てＱ

民
生
委
員
の
仕
事
や

役
割
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ
民
生
委
員
の
果
た
す

役
割
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
連
合
会
に
お
い

て
、
①
担
当
区
域
内
の
住
民

の
実
態
や
福
祉
ニ
ー
ズ
を
日

常
的
に
把
握
す
る
こ
と
。
②

地
域
住
民
が
抱
え
る
問
題
に

つ
い
て
、
相
手
の
立
場
に

立
ち
、
親
身
に
な
っ
て
相

談
に
乗
る
こ
と
。
③
社
会

福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
そ
の
内
容
や
情

報
を
住
民
に
的
確
に
提
供

す
る
こ
と
。
④
住
民
が
そ

れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
得
ら

れ
る
よ
う
、
関
係
行
政
機

関
、
施
設
、
団
体
等
に
連

絡
し
、
必
要
な
対
応
を
促

す
パ
イ
プ
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
。
⑤
住
民
の
福
祉

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る

こ
と
。
⑥
住
民
が
求
め
る

生
活
支
援
活
動
を
自
ら
行

い
、
ま
た
支
援
体
制
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
。
⑦
活

動
を
通
じ
て
得
た
問
題
点

や
改
善
策
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
、
必
要
に
応
じ
て

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
を
通
し
て
関
係
機
関
等

に
意
見
を
提
起
す
る
こ
と
。

以
上
、
７
つ
の
役
割
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
扱
う
こ
と
が
個
人
に

関
わ
る
こ
と
な
の
で
、

情
報
の
提
供
に
は
難
し
い
部

分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
民
生
委
員
は
国
が
委

嘱
し
て
お
り
、
町
は
そ
の
活

動
を
支
援
し
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
の
活
動
に
必
要

な
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

で
す
か
。

　

Ａ
民
生
委
員
法
の
第
15

条
に
、
民
生
委
員
は

そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
個
人
の
そ
の
身

の
上
に
関
す
る
秘
密
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

規
定
が
あ
り
ま
す
。
個
人
情

報
に
つ
い
て
は
、
取
扱
に
は

注
意
が
必
要
で
す
が
、
民
生

委
員
が
担
当
地
区
の
住
民
の

支
援
を
す
る
際
に
必
要
な
情

報
は
提
供
し
、
支
援
の
連
携

を
図
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

生
活
保
護
の
情
報
は
、
県
に

可
否
を
確
認
し
、
提
供
し
て

い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
民
生
委
員
が
懸
念
し

て
い
る
こ
と
は
、
役

場
に
相
談
に
行
っ
た
ほ
う
が

い
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。Ａ

例
え
ば
独
居
で
あ
る

と
か
、
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
あ
る
と
か
は
、
住

民
票
だ
け
で
は
確
認
で
き
な

い
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な

事
案
に
つ
い
て
は
、
民
生
委

員
に
依
頼
し
、
実
態
調
査
の

結
果
を
得
て
い
る
状
況
な
の

で
、
今
後
も
連
携
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
住
民
票
は
別
の
自
治

体
に
あ
る
が
、
通
常

は
御
宿
に
住
ん
で
い
る
と
い

う
方
が
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
方
に
つ
い
て
、

今
後
、
ど
う
扱
う
べ
き
な
の

か
議
論
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す

か
。Ａ

研
究
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）
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国
の
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い

てＱ
地
籍
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
土
地
の

境
界
の
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防

止
、
登
記
手
続
の
簡
素
化
、

住
民
の
測
量
費
用
の
縮
減
が

期
待
で
き
ま
す
。
土
地
の
有

効
活
用
の
促
進
、
建
築
物
の

敷
地
の
適
用
の
明
確
化
、
各

種
公
共
事
業
の
効
率
化
・
コ

ス
ト
縮
減
、
災
害
復
旧
の
迅

速
化
、
課
税
の
適
正
化
・
公

平
化
に
な
り
ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ

の
多
方
面
の
活
用
等
も
進
み

ま
す
。

　

事
業
費
の
95
％
が
国
・
県

か
ら
の
補
助
で
行
え
ま
す
。

ぜ
ひ
進
め
て
い
く
べ
き
と
思

い
ま
す
が
、
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
地
籍
調
査
と
は
、
主

に
市
町
村
が
主
体
と

な
っ
て
、
一
筆
ご
と
の
土
地

の
所
有
者
、
地
番
、
地
目
を

調
査
し
、
境
界
の
位
置
と
面

積
を
測
量
す
る
調
査
で
す
。

現
在
、
法
務
局
に
備
え
ら

れ
て
い
る
土
地
所
在
図
は
、

大
半
が
明
治
時
代
に
つ
く

ら
れ
た
公
図
を
も
と
に
し

た
も
の
で
、
境
界
、
形
状

な
ど
が
実
際
と
は
違
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
登

記
簿
に
記
載
さ
れ
た
面
積

も
誤
差
が
生
じ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
地
籍
調

査
が
行
わ
れ
る
と
、
法
務

局
で
登
記
簿
、
公
図
が
更

新
さ
れ
、
そ
の
後
の
土
地

取
引
の
円
滑
化
や
境
界
確

定
、
道
路
用
地
確
保
な
ど
、

行
政
事
務
全
般
に
お
い
て

効
率
化
が
大
き
く
図
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
総
事
業
費

の
市
町
村
負
担
が
５
％
程

度
と
非
常
に
有
利
な
財
政

フ
レ
ー
ム
で
実
施
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
財
産
に
か
か
わ
る

こ
と
か
ら
、
事
業
の
完
了
ま

で
に
は
多
く
の
時
間
を
要
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

国
・
県
と
の
財
源
調
整
等
も

必
要
と
な
る
の
で
、
諸
課
題

を
解
決
し
な
が
ら
、
実
施
に

向
け
、
前
向
き
に
検
討
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
答
弁
者
…
建
設
環
境
課
長
）

妨
害
排
除
等
請
求
事
件
に
つ

い
て
（
そ
の
３
）

Ｑ
昭
和
46
年
６
月
８
日

契
約
の
財
団
法
人
御

宿
町
開
発
協
会
が
発
注
し
た

御
宿
町
砂
山
下
宅
地
造
成
工

事
に
伴
う
排
水
管
は
、当
初
、

原
告
の
敷
地
を
通
ら
ず
、
別

ル
ー
ト
を
計
画
し
て
い
ま
し

た
が
、
計
画
反
対
に
よ
り

ル
ー
ト
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
原
告
の
敷
地
を
占
拠
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　

変
更
の
理
由
が
わ
か
ら
な

い
こ
と
、
ル
ー
ト
変
更
に

な
っ
た
の
に
そ
の
図
面
が
無

い
こ
と
が
問
題
だ
と
思
い
ま

す
。
重
要
な
図
面
の
は
ず
な

の
に
、
ど
の
よ
う
に
管
理
し

て
い
た
の
で
す
か
。

Ａ
現
在
確
認
が
で
き
て

い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

Ｑ
こ
の
事
件
に
つ
い
て

は
、今
和
解
案
で
争
っ

て
お
り
ま
す
が
、
私
が
残
念

に
思
う
の
は
、
町
が
一
向
に

和
解
案
を
出
し
て
い
な
い
こ

と
で
す
。早
期
に
解
決
し
て
、

ほ
か
の
問
題
に
移
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　
町
長
は
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
現
在
、
裁
判
所
に
お

い
て
解
決
に
向
け
た

話
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
何
ら
か
の
進
展
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
議
会
に
ご
相

談
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

堀
川
賢
治
議
員

町
の
経
済
活
性
化
対
策
に
つ

い
てＱ

地
方
創
生
が
ス
タ
ー

ト
し
て
３
年
が
経
過

し
、
全
国
的
に
見
て
も
人
口

問
題
、
経
済
活
性
化
、
財
政

健
全
化
に
つ
い
て
、
非
常
に

苦
労
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の

が
実
態
の
よ
う
で
す
。

　

納
税
者
の
実
態
把
握
、
地

場
産
業
の
活
性
化
対
策
、
稼

ぐ
力
を
ど
の
よ
う
に
ア
ッ
プ

さ
せ
る
の
か
、
公
共
施
設
の

維
持
管
理
、
収
益
性
、
町
有

地
売
却
な
ど
検
討
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。
状
況
を
踏

ま
え
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

打
つ
か
と
い
う
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　

先
進
自
治
体
の
動
向
や
民

間
企
業
の
新
た
な
取
り
組
み

を
研
究
し
な
が
ら
、
ど
う
い

う
枠
組
み
で
町
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
の
か
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
人
口
減
少
問
題
は
こ

こ
数
年
減
少
が
進
ん

で
お
り
、
社
人
研
の
あ
ら
わ

し
た
数
値
に
近
い
値
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
税
収
は

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴

い
徐
々
に
減
少
し
て
お
り
、

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

地
場
産
業
は
、
後
継
者
不

足
と
い
う
こ
と
で
、
厳
し
い

環
境
の
中
に
あ
り
、
農
業
に

お
い
て
は
新
規
就
農
者
な

ど
、
人
材
を
獲
得
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

力
も
入
れ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
漁
業
に
つ
い
て

は
、
ア
ワ
ビ
増
殖
事
業
な
ど

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
観
光
面
で
は
、
年
間

を
通
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
な

ど
に
よ
り
宿
泊
率
の
ア
ッ
プ

を
図
り
、
適
時
適
切
な
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
打
ち
、
誘
客
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
施
設

の
整
備
は
、
財
政
事
情
を
勘

案
し
つ
つ
、
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
新
た
な
経
済
活
性
化
策

と
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

を
視
野
に
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
維
持
管
理
と

収
益
性
の
問
題
で
す
が
、
公
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共
施
設
は
収
益
性
の
み
を
基

準
と
す
る
の
で
は
な
く
、
福

祉
施
設
と
し
て
の
貢
献
性
も

重
要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

研
究
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
は
、
町
財
政
へ

の
変
化
の
影
響
が
非
常
に
大

き
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
可

能
な
限
り
対
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
に
町
内

全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
敷

設
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
整
備
は
、
移
住
推
進
に
も

結
び
つ
き
、空
き
家
の
再
生
、

利
活
用
の
促
進
に
も
反
映
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
活
性
化
策
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
産
業
に
従

事
す
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
へ
の
活
用
を
促

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
産
業

に
従
事
す
る
若
者
の
受
け
入

れ
に
向
け
て
、
研
究
、
検
討

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

Ｊ
Ｒ
御
宿
駅
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
に
つ
い
て

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に

つ
い
て
、
進
捗
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
の
弱
者
救
済
が
町
長
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
主
た

る
目
的
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
従
来
の
遮
断
機
、
警
報

の
踏
切
等
で
は
な
く
、
ホ
ー

ム
ド
ア
を
活
用
し
た
新
し
い

踏
切
の
開
発
等
は
、
弱
者
対

策
の
一
案
と
し
て
考
え
ら
れ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

早
期
目
的
達
成
に
向
け

て
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。Ａ

今
ま
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本

千
葉
支
社
と
協
議
を

重
ね
、
昨
年
６
月
に
工
事
費

管
理
費
等
に
か
か
る
概
算
費

用
が
算
出
さ
れ
、
議
員
協
議

会
や
区
長
会
で
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
で
は
、
一
般
的
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
た

め
の
乗
降
客
の
基
準
が
あ

り
、
そ
の
基
準
に
満
た
な
い

状
況
で
設
置
す
る
場
合
は
特

別
な
理
由
が
必
要
で
、
御
宿

町
の
事
情
は
千
葉
支
社
と
し

て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
社
を
説
得

す
る
理
由
と
し
て
は
足
り
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
町
の
考
え
を

し
っ
か
り
と
示
し
、
継
続
し

て
協
議
を
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
駅
講
内

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
で
は
、

単
に
ホ
ー
ム
へ
渡
る
た
め
の

踏
切
は
、
Ｊ
Ｒ
の
整
備
方
針

か
ら
全
く
除
外
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ホ
ー
ム
ド
ア
を
活
用

し
た
新
し
い
踏
切
の
開
発
に

つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

瀧
口
義
雄
議
員

職
務
執
行
及
び
行
政
事
務
の

検
証
に
つ
い
て

Ｑ
日
本
・
メ
キ
シ
コ
学

生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
行
委
員
会
は
民
間
団
体

か
、
公
的
な
団
体
か
。

Ａ
委
員
会
規
約
を
見
た

中
で
は
民
間
組
織
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
総
務
課
長
）

Ｑ
組
織
や
団
体
の
活
動

を
停
止
さ
せ
る
権
限

が
行
政
に
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ
活
動
を
停
止
さ
せ
る

根
拠
法
令
は
な
い
と

考
え
ま
す
。

（
答
弁
者
…
総
務
課
長
）

Ｑ
町
、
国
際
交
流
協
会
、

在
日
メ
キ
シ
コ
大
使

館
、
御
宿
ア
ミ
ー
ゴ
会
等
、

様
々
な
団
体
が
集
ま
っ
て
で

き
た
実
行
委
員
会
で
あ
り
、

こ
れ
は
任
意
団
体
で
す
。

　

町
長
に
、
任
意
団
体
の
活

動
を
止
め
る
権
限
が
あ
る
の

で
す
か
。

Ａ「
私
の
判
断
で
、
団
体

の
長
と
し
て
の
権
限

が
及
ぶ
」
と
答
弁
し
ま
し
た

が
、
地
方
自
治
法
第
１
４
７

条
に
規
定
す
る
総
括
代
表
権

に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団

体
事
務
に
限
ら
れ
る
も
の

で
、
任
意
団
体
に
は
及
ば
な

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
答

弁
を
訂
正
し
ま
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

Ｑ
元
大
使
館
書
記
官
が

言
っ
た
事
業
主
体
の

変
更
の
要
因
に
つ
い
て
、
内

容
を
具
体
的
に
伺
い
ま
す
。

町
長
の
答
弁
で
は
、
会
議
で

非
常
に
非
礼
が
あ
っ
た
こ

と
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
載

せ
ら
れ
た
写
真
、
保
護
者
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
、
こ
の
３
点

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
央
国
際
高
等
学
校
で
の

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
、
ど

う
い
う
非
礼
が
あ
っ
た
の
で

す
か
。

Ａ
非
礼
が
あ
っ
た
と
い

う
話
は
伺
っ
て
い
ま

す
が
、
細
か
い
内
容
は
伺
っ

て
い
ま
せ
ん
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

Ｑ
「
非
常
に
非
礼
な
こ
と

が
あ
っ
た
」
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
そ
の
内
容
を

確
認
せ
ず
、
公
の
場
で
あ
る

議
会
で
発
言
し
て
い
ま
す
。

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
非
礼
が
あ
っ
た
と
当

時
の
在
日
メ
キ
シ
コ

大
使
館
一
等
書
記
官
か
ら
伺

い
ま
し
た
が
、
後
々
確
認
し

た
と
こ
ろ
、「
そ
う
い
う
こ

と
は
言
っ
て
い
な
い
」
と
い

う
回
答
で
し
た
。
こ
れ
以
上

の
こ
と
は
お
答
え
で
き
ま
せ

ん
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

Ｑ
原
因
を
確
認
せ
ず
、

町
の
代
表
が
発
言
し

て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
個

人
、
関
係
者
が
心
を
痛
め
て

い
ま
す
。

Ａ
私
の
と
っ
た
言
動
が

当
事
者
を
傷
つ
け
た

と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
全
く

遺
憾
だ
と
話
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
答
弁
者
…
町
長
）
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Ｑ
町
長
は
、
以
前
定
例

会
で「
担
当
官
と
再
三

再
四
お
会
い
し
て
確
認
す

る
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
の
名
誉
に
関
わ
る
話
で

す
。
内
容
を
確
認
し
な
い
の

で
す
か
。

Ａ
友
好
関
係
を
壊
す
よ

う
な
形
で
あ
れ
ば
、

確
認
し
た
く
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
現
時
点
で

確
認
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

道
路
等
の
整
備
に
つ
い
て

Ｑ
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、

特
に
道
路
整
備
は
巨

額
の
財
源
と
気
の
遠
く
な
る

よ
う
な
歳
月
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
地
権
者
と
の
交

渉
も
大
変
困
難
を
伴
い
、
最

近
で
は
環
境
問
題
も
解
決
し

な
が
ら
進
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
で
す
。
県
道
の

整
備
に
お
い
て
も
地
元
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。

　

町
の
交
通
ア
ク
セ
ス
改
善

に
向
け
て
、
推
進
協
議
会
、

促
進
協
議
会
な
ど
の
地
域
の

応
援
体
制
を
整
え
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ
千
葉
県
で
は
館
山
自

動
車
道
が
平
成
７
年
、

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
が
平

成
９
年
、
首
都
圏
中
央
連
絡

自
動
車
道
が
平
成
25
年
に
そ

れ
ぞ
れ
開
通
し
、
交
通
の
便

が
改
善
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
大
き
な
経
済
効
果
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
外
房
地

域
の
道
路
網
に
つ
い
て
は
、

昭
和
の
時
代
か
ら
大
き
な
進

展
は
な
く
、
国
道
１
２
８
号

を
中
心
と
し
た
道
路
整
備
や

幹
線
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

の
整
備
は
、
地
域
の
活
性
化

を
は
じ
め
、
様
々
な
面
で
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

鴨
川
―
大
原
高
規
格
道
路

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
進
展

が
見
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で

す
。
早
期
完
成
に
向
け
国
・

県
に
出
向
き
、
毎
年
要
望
活

動
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
当
町
に
お
け
る
交

通
ア
ク
セ
ス
改
善
等
に
向
け

た
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
国

道
１
２
８
号
に
お
け
る
右
折

レ
ー
ン
の
設
置
を
は
じ
め
、

県
の
勝
浦
布
施
大
原
線
実
谷

バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
に
向

け
、
知
事
と
の
懇
談
会
等
で

要
望
す
る
と
と
も
に
、
夷
隅

土
木
事
務
所
と
の
協
力
・
連

携
の
も
と
、
継
続
的
に
課
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

上
落
合
橋
付
近
実
谷
地
先

の
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
、

町
道
と
の
す
り
つ
け
部
と
な

る
橋
が
完
成
し
、
平
成
30
年

度
中
に
共
用
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

　

町
道
０
１
０
８
号
線
、
通

称
部
田
前
通
り
の
道
路
改
良

に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度

か
ら
設
計
、
測
量
に
取
り
組

み
、
交
付
金
等
を
効
果
的
に

活
用
し
な
が
ら
計
画
的
な
整

備
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

の
支
援
体
制
の
構
築
に
つ
い

て
で
す
が
、
県
と
町
、
そ
し

て
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
町
内
に
は
都
市
計
画

で
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク（
※

注
）
し
た
土
地
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
せ
っ
か
く
地
権
者

が
協
力
し
て
も
、
事
業
が
な

か
な
か
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

地
権
者
の
厚
意
に
応
え
る
た

め
に
も
、
迅
速
に
道
路
整
備

を
し
て
い
く
こ
と
が
政
策
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
に
ご

協
力
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
な
が
ら
、
効
果
的
な

活
用
が
で
き
て
い
な
い
と
い

う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

少
し
で
も
安
全
対
策
、
緊

急
車
両
等
の
通
行
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
よ
う
な
整
備
に
つ

い
て
、
議
会
産
業
建
設
委
員

会
等
と
協
議
、
調
整
を
し
な

が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
建
設
環
境
課
長
）

　

※
注　

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
と
は

　

敷
地
や
道
路
の
境
界
線
か

ら
後
退
し
て
建
物
を
建
て

る
こ
と
。
建
築
基
準
法
で

は
、
建
築
物
の
敷
地
は
原
則

と
し
て
幅
４
メ
ー
ト
ル
以
上

の
道
路
に
接
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
実
際
に
は
幅
４
メ
ー

ト
ル
以
下
の
道
路
が
数
多
く

存
在
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
新

た
に
建
物
を
建
て
る
場
合
に

は
、
道
路
の
中
心
線
か
ら
２

メ
ー
ト
ル
の
位
置
ま
で
敷
地

を
後
退
さ
せ
、
将
来
的
に
４

メ
ー
ト
ル
の
道
路
幅
を
確
保

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

▲町道0１０８号線（須賀区部田前道通り）
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石
井
芳
清
議
員

し
た
。

　

園
舎
デ
ザ
イ
ン
は
、
コ
ン

ペ
方
式
に
よ
り
選
定
を
し
ま

し
た
。選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

議
会
や
建
設
委
員
会
、
保
護

者
会
代
表
、
保
育
所
長
、
行

政
区
長
会
長
等
に
審
査
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
着
手
後
も
、

議
会
や
現
場
の
保
育
士
な
ど

の
声
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

毎
週
現
場
と
の
会
議
を
開
催

し
、
細
部
ま
で
調
整
を
行
い

ま
し
た
。

（
答
弁
者
…
保
健
福
祉
課
長
）

●
３
月
の
Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ
改
正

　

と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に

　

つ
い
て

Ｑ
御
宿
駅
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
は
、Ｊ
Ｒ
が
設
置
す
る
か
、

設
置
経
費
が
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
等
に
よ
っ
て
最
終
的

に
判
断
す
る
と
い
う
考
え
で

よ
ろ
し
い
で
す
か
。

Ａ
今
後
の
Ｊ
Ｒ
と
の
協

議
に
お
い
て
、
負
担

割
合
等
が
想
定
と
異
な
っ
て

き
た
場
合
、
議
会
や
町
民
の

ご
意
見
を
伺
わ
な
け
れ
ば
い

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

●
町
長
の
町
政
懇
談
会
の
所

　

管
に
つ
い
て

Ｑ
懇
談
会
の
所
感
を
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
今

後
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い

く
の
で
す
か
。

Ａ
１
月
21
日
に
公
民
館

で
住
民
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ

ん
の
生
の
声
を
伺
う
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
い
た

だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て

は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

懇
談
会
は
今
回
を
含
め
５

回
実
施
し
ま
し
た
。
過
去
４

回
は
、
各
課
長
の
出
席
の
も

と
、
回
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決

め
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

私
と
の
対
話
形
式
で
行
っ
た

の
は
今
回
だ
け
で
す
。

　

今
後
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
ご
意
見
等
を
伺
い
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

Ｑ
今
回
の
懇
談
会
で
、

年
末
年
始
に
エ
ビ
ア

ミ
ー
号
の
運
行
が
な
く
、
買

い
物
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
た
め
、
運
行
期
間
を
変

更
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
公
共

交
通
会
議
に
諮
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
会
議
に
諮
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

●
こ
ど
も
園
建
設
の
経
緯
と

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　

に
つ
い
て

Ｑ
完
成
に
至
る
ま
で
ど

の
よ
う
な
工
夫
が

あ
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　

Ａ
様
々
な
過
程
に
お
い

て
皆
さ
ん
の
お
知
恵

を
お
借
り
し
進
め
て
き
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

建
設
等
検
討
委
員
会
等
の

委
員
会
に
、
保
護
者
会
代
表

や
両
保
育
所
所
長
、
主
任
児

童
委
員
、
行
政
区
長
会
、
夷

隅
土
木
事
務
所
や
夷
隅
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
も
ご
参
加

い
た
だ
き
、
協
議
を
進
め
ま

　

今
後
は
、
町
の
様
々
な
事

業
に
参
画
さ
せ
る
予
定
で
す

が
、
例
え
ば
、
町
に
あ
る
空

き
家
、
空
き
地
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
町
内
外
に
向

け
た
窓
口
を
設
け
、
そ
こ
で

取
得
し
た
様
々
な
情
報
を
活

用
し
な
が
ら
移
住
相
談
や
町

の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行

う
ほ
か
、
移
住
定
住
ツ
ア
ー

や
移
住
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
、地
域
再
生
計
画「
生

涯
活
躍
の
ま
ち
・
お
ん
じ
ゅ

く
」
へ
の
参
画
、
移
住
定
住

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
な
ど

を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
新
た
な
可
能
性
や
発

展
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
町
の
活
性
化
に
繋
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
町

の
皆
さ
ん
と
関
わ
る
中
で
地

域
へ
の
定
着
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
有
害
鳥
獣
関

係
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

募
集
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

協
力
隊
を
有
効
に
活
用
が
で

き
る
分
野
に
は
、
今
後
も
登

用
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
企
画
財
政
課
長
）

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

●
御
宿
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
進
捗

　

状
況
と
こ
れ
か
ら
の
進
め

　

方
に
つ
い
て

Ｑ
住
民
と
と
も
に
、
壊

れ
か
け
て
い
る
地
域

を
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
、

御
宿
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
計
画
で
新

た
に
出
発
す
る
。
地
域
再
生

計
画
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
町
民

の
参
画
が
絶
対
条
件
だ
と
考

え
ま
す
。
計
画
成
功
さ
せ
る

た
め
に
、
長
と
し
て
何
を
し

て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
計
画
の
内
容
を
し
っ

か
り
と
認
識
す
る
と

と
も
に
、
副
町
長
を
は
じ
め

と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
連
携
を
密
に
し
、
や
る

べ
き
こ
と
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
様
々
な
面
で
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
進
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

●
協
力
隊
の
仕
事
の
内
容
に

　

つ
い
て

Ｑ
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
現
在
の
仕
事
の
内

容
と
、
今
後
ど
の
よ
う
な
活

躍
の
場
を
つ
く
っ
て
い
く
の

か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後

増
員
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。Ａ

地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
一
定
期
間
地
域

に
居
住
し
、
様
々
な
事
業
に

関
わ
り
な
が
ら
、
そ
の
地
域

へ
の
定
住
、
定
着
を
図
る
取

組
み
で
す
。
現
在
、
当
町

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
２

名
は
、
移
住
定
住
関
係
分

野
で
町
内
に
あ
る
空
き
家

等
の
調
査
、
空
き
家
バ
ン

ク
へ
の
登
録
補
助
、
空
き

家
、
町
有
地
、
公
共
施
設

等
の
利
活
用
の
提
案
、
ま

た
民
間
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
、
定
住
化
ツ
ア
ー
の

企
画
提
案
、
移
住
希
望
者

等
へ
の
相
談
業
務
を
主
な

活
動
内
容
と
し
て
採
用
し

ま
し
た
。
我
々
と
は
異
な

る
視
点
で
ユ
ニ
ー
ク
な
考

え
方
、
手
法
に
よ
る
活
性

化
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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の
活
動
パ
タ
ー
ン
、生
息
域
、

被
害
対
策
等
に
つ
い
て
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
被
害
防
止
対
策
と

し
て
は
、
御
宿
町
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
基
づ
き
、
県
、

警
察
署
な
ど
関
係
団
体
と
の

連
絡
、
情
報
の
共
有
を
密
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

獣
害
対
策
は
、
全
県
体
制
で

連
携
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

●
森
は
海
の
恋
人
の
講
演
や

　

イ
ノ
シ
シ
の
講
演
に
つ
い

　

てＱ
開
催
さ
れ
た
講
演
は
、

御
宿
町
の
こ
れ
ま
で

の
喫
緊
の
課
題
に
ヒ
ン
ト
を

与
え
て
く
れ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
内
容
と
対
応
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
今
年
度
の
講
演
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
は
海

の
恋
人
理
事
長
畠
山
先
生

に
、
水
質
浄
化
の
関
係
を
中

心
に
お
話
し
い
た
だ
き
、
森

と
海
の
密
接
な
繋
が
り
や
里

山
管
理
の
重
要
性
等
に
つ
い

て
、
カ
キ
の
養
殖
事
業
に
お

け
る
実
証
デ
ー
タ
等
を
も
と

に
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

水
質
浄
化
や
水
質
保
全
に

つ
い
て
は
、
町
の
重
要
課
題

の
一
つ
で
す
。
今
回
の
講
演

会
で
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
フ

ル
ボ
酸
鉄
を
活
用
し
た
水
質

浄
化
法
は
、
低
コ
ス
ト
で
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
、
河
川

浄
化
対
策
と
し
て
早
速
試
行

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

試
行
に
あ
た
り
場
所
の
選
定

や
効
果
の
測
定
方
法
な
ど
、

産
業
建
設
委
員
会
等
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
着
実
に
進

め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
答
弁
者
…
建
設
環
境
課
長
）

　

イ
ノ
シ
シ
講
演
会
で
は
、

つ
く
ば
市
中
央
農
業
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
仲
谷
先
生
に
よ

り
、
イ
ノ
シ
シ
と
ど
う
向
き

合
っ
て
い
く
か
、
イ
ノ
シ
シ

す
れ
ば
、
補
助
申
請
の
敷
居

が
下
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
制
度
を
実
施

す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
補
助
制
度
を
利
用
す

る
方
々
に
対
し
非
常

に
有
意
義
で
あ
り
、
制
度
の

利
用
促
進
と
い
う
観
点
か
ら

も
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
初

め
各
種
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
の
交
付
金
を
活

用
し
て
い
る
も
の
が
多
い
こ

と
か
ら
、
代
理
受
領
制
度
導

入
の
可
否
に
つ
い
て
県
に
協

議
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
千

葉
県
に
お
い
て
は
運
用
実

績
が
な
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
他
県
に
お
い
て
は
先
進

事
例
も
あ
り
、
現
在
交
付
金

所
管
で
あ
る
国
土
交
通
省
に

対
し
、
県
を
通
じ
て
最
終
確

認
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
確
認
が
と
れ
次
第
、
補

助
金
要
綱
の
改
正
な
ど
、
所

要
の
事
務
手
続
を
進
め
、
速

や
か
な
制
度
運
用
が
で
き
る

よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
答
弁
者
…
建
設
環
境
課
長
）

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
県
へ
も
働
き

か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
取
組
み
と
し
て

は
、
動
向
を
見
な
が
ら
各
種

補
助
金
の
活
用
な
ど
に
よ

り
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
山
林
と

人
里
と
の
す
み
分
け
を
進

め
、
物
理
柵
の
設
置
な
ど
に

対
し
、
町
が
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
専
門
家
の
知
見
、
助

言
を
得
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
思

い
ま
す
が
、
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
分
析
や
そ
の
効
果
等

に
つ
い
て
、
職
員
だ

け
で
は
は
か
り
知
れ
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
議

会
を
中
心
に
、
ご
助
言
を
い

た
だ
き
な
が
ら
効
果
的
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
答
弁
者
…
建
設
環
境
課
長
）

●
お
米
の
食
味
分
析
鑑
定
コ

　

ン
テ
ス
ト
参
加
を
奨
励
す

　

る
考
え
は
あ
る
か

Ｑ
新
し
い
農
業
の
き
っ

か
け
づ
く
り
に
も
な

り
ま
す
。
こ
う
し
た
コ
ン

ク
ー
ル
へ
の
参
加
を
奨
励
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
Ｊ
Ａ
い
す
み
で
は
、

い
す
み
米
食
味
コ
ン

ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て
い
る

農
家
で
あ
れ
ば
無
料
で
参
加

で
き
ま
す
。
町
内
出
荷
農
家

約
１
２
０
戸
の
う
ち
、
現
在

１
割
程
度
が
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
の
動
向
を
見
な

が
ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
産
業
観
光
課
長
）

●
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な
ど
で

　

代
理
受
領
制
度
を
活
用
す

　

る
考
え
は
あ
る
か

Ｑ
代
理
受
領
制
度
と
は
、

申
請
者
が
助
成
金
分

を
除
い
た
額
を
施
行
業
者
に

支
払
い
、
施
行
業
者
が
自
治

体
か
ら
助
成
金
を
受
け
取
る

制
度
で
、
こ
の
制
度
を
活
用

▲フルボ酸鉄を用いた水質浄化材の設置
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議事日程及び議決結果
日程第１号（３月７日）～日程第２号（３月８日）に行われた一般質問は５ページをご覧ください。

3 月 8 日 日程第 2 号
議　　案 件　　　　　　　名 議決結果

議案第 1 号 　御宿町教育委員会教育長の任命について 同　意
議案第 2 号 　御宿町教育委員会委員の任命について 同　意
議案第 3 号
議案第 4 号 　固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　意

議案第 5 号 　指定管理者の指定について 可　決
議案第 6 号 　御宿町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第 7 号 　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
    改正する条例の制定について 可　決

議案第 8 号     職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

3 月 14 日 日程第 4 号
議　　案 件　　　　　　　名 議決結果

議案第 18 号     平成 29 年度御宿町水道事業会計補正予算（第 5 号） 可　決
議案第 19 号     平成 29 年度御宿町国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号） 可　決
議案第 20 号     平成 29 年度御宿町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） 可　決
議案第 21 号 　平成 29 年度御宿町介護保険特別会計補正予算（第 4 号） 可　決
議案第 22 号     平成 29 年度御宿町一般会計補正予算（第 7 号） 可　決
議案第 23 号 　平成 30 年度御宿町水道事業会計予算 可　決
議案第 24 号 　平成 30 年度御宿町国民健康保険特別会計予算 可　決
議案第 25 号 　平成 30 年度御宿町後期高齢者医療特別会計予算 可　決
議案第 26 号 　平成 30 年度御宿町介護保険特別会計予算 可　決

議　　案 件　　　　　　　名 議決結果
議案第 27 号 　平成 30 年度御宿町一般会計予算 修正可決

請願第 1 号 　「沿岸小型漁船漁業に配慮した漁獲規制緩和と所得補償を求める意見書」
    の提出に関する請願書 採　択

発議第 1 号 　沿岸小型漁船漁業に配慮した漁獲規制緩和と所得補償を求める意見書の
    提出について 可　決

3 月 20 日 日程第 5 号

議　　案 件　　　　　　　名 議決結果
議案第 9 号     御宿町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第 10 号     御宿町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可　決
議案第 11 号     御宿町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可　決
議案第 12 号     御宿町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　決
議案第 13 号 　御宿町耐震改修促進計画の改定について 可　決
議案第 14 号 　御宿町第 5 期障害福祉計画及び第 1 期障害児福祉計画の策定について 可　決

議案第 15 号 　おんじゅくまち 2018 高齢者保健福祉計画、第 7 期介護保険事業計画の
    策定について 可　決

議案第 16 号 　第 8 次御宿町行政改革大綱の策定について 可　決
議案第 17 号 　第 3 期御宿町国民健康保険特定健康診査等実施計画の策定について 可　決

3 月 9 日 日程第 3 号
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教
育
長
・
委
員
の
選
任
・
任
命

　
（
議
案
第
１
号
～
第
４
号
）

○
教
育
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齊 

藤　

弥 

四 

郎 

氏
（
新
町
）

○
教
育
委
員
会
委
員　
　
　
　
　
　
　

前 

森　

勤 

氏
（
新
町
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員　

君 

塚　

一 

富 

氏
（
実
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

堀 

川　

定 

保 

氏
（
高
山
田
） 

人
事
・
指
定
管
理
者 

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

千
葉
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
に
よ
り
、
年
２
回
の
歯
科
検
診
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
認
定
こ
ど

も
園
歯
科
医
の
報
酬
を
、
年
額
２
万
７
８
０
０
円
か
ら
４
万
５
３
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

条
例
改
正

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
伴
い
、
第
１
号
被
保
険
者
が
負

担
す
る
介
護
保
険
料
率
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
介
護
保
険
事
業
に
係
る
保
険
給
付
及
び
介
護

予
防
に
係
る
事
務
等
を
計
画
的
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
３
年
ご
と

に
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
や
そ

れ
に
伴
う
給
付
費
の
見
込
み
な
ど
に
よ
り
推
計
し
、　

保
険
料
を
、
年
額

５
万
２
８
０
０
円
か
ら
年
額
６
万
６
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

御
宿
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　議案の内容
　

御
宿
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
、
社
会
福
祉
法
人
御
宿

町
社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。（
指
定
の
期
間
は
平
成
30
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

国
の
法
改
正
に
伴
う
町
条
例
の
制
定
・
改
正

○
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
及
び
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
う
も
の
（
議
案
第
６
号
）

　

個
人
識
別
符
号
及
び
要
配
慮
個
人
情
報
の
定
義
等
、
町
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

○
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
及
び
人
事
院

規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
（
議
案
第
８
号
）

　

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
に
つ
い
て
、
そ
の
期
間
や
条
件
な
ど

を
定
め
る
も
の
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
（
議
案
第
９
号
、
10
号
）

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
広
域
化
に
伴
い
、
町
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の

事
務
及
び
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
関
す
る
条
文
等
に
つ
い
て
、
町

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

○
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
（
議

案
第
12
号
）

　

住
所
地
特
例
の
適
用
を
受
け
る
範
囲
が
変
更
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
町

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
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平
成
29
年
度
御
宿
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

補
正
予
算

　

収
益
的
支
出
に
つ
い
て
は
、
水
道
事
業
費
用
を
３
６
７
万
１
千
円
減
額

し
、
補
正
後
の
総
額
を
３
億
３
０
３
５
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
資
本
的
支
出
に
つ
い
て
は
、
資
本
的
支
出
を
１
２
４
万
７
千
円
減
額
し
、

補
正
後
の
総
額
を
１
億
７
３
１
０
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内

容
は
、
浄
水
場
施
設
機
器
の
修
繕
費
、
浄
水
場
管
理
及
び
水
質
検
査
等
の

委
託
費
や
、
工
事
請
負
費
に
係
る
入
札
差
金
等
に
つ
い
て
、
事
業
完
了
に

伴
い
減
額
す
る
も
の
で
す
。

御
宿
町
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
改
定
に
つ
い
て

　

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
町
に
お
け
る
建

築
物
の
耐
震
化
を
促
進
し
、
地
震
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
及
び
財
産
を
保
護

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。
本
計
画
は
、
平
成
28
年
度

に
改
定
さ
れ
た
県
計
画
と
の
整
合
を
図
り
、
町
計
画
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

計
画
策
定

御
宿
町
第
５
期
障
害
福
祉
計
画
及
び
第
１
期
障

害
児
福
祉
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

本
計
画
は
、
障
害
者
（
児
）
福
祉
施
策
の
推
進
の
た
め
に
、
今
ま
で
の
計

画
を
踏
ま
え
つ
つ
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
児
通
所
支
援
等
の
提
供
体

制
に
関
す
る
目
標
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
の
見
込
み
等
を
示
す
も
の
で
す
。

計
画
期
間
は
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
制
度
変

更
や
障
害
の
あ
る
方
の
状
況
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
８
次
御
宿
町
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
に
つ
い
て

　

本
計
画
は
、
税
収
の
減
少
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
財
政
負
担
の
増

加
へ
の
対
応
に
加
え
、
第
４
次
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
と
整
合
を
図
り

な
が
ら
、
第
７
次
行
政
改
革
大
綱
の
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
襲
し
、
引
き
続

き
町
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
笑
顔
と
夢
が
膨
ら
む
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て

行
政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
推
進
と
進
行
管
理
に
つ
い
て
は
、
行
政
改
革
推
進
住
民
懇
談
会
を

初
め
、
議
会
、
住
民
の
ご
意
見
を
伺
い
、
１
年
ご
と
に
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、

役
場
各
課
が
横
断
的
な
体
制
を
と
り
、
大
綱
を
推
進
し
て
い
く
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

第
３
期
御
宿
町
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

等
実
施
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

本
計
画
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病

の
原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
と
改
善

の
た
め
、
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
効
果
的
・
効
率
的
な
を
実

施
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

お
ん
じ
ゅ
く
ま
ち
２
０
１
８
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
、
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
る
日
本
で
は
、
今
後
、
２
０
２
５
年
に
な
る

と
、
団
塊
の
世
代
の
全
て
の
人
が
後
期
高
齢
者
と
な
り
ま
す
。
介
護
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
そ
れ
を
支
え
る
現
役
世
代
の
人

口
が
減
少
と
な
る
状
況
で
す
。
本
計
画
で
は
、
今
後
の
高
齢
者
増
を
見
据
え

て
、
住
民
が
地
域
の
中
で
健
康
で
生
き
生
き
と
生
活
し
、
介
護
が
必
要
と
な
っ

て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
の
提
供
と
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
を
見

込
み
、
持
続
可
能
な
介
護
保
険
事
業
の
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
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御宿岩和田漁業協同組合から
　　提出された請願を採択しました

「沿岸小型漁船漁業に配慮した漁獲規制緩和と所得補償を求める意見書」の提出を求める請願
　　請願者　御宿岩和田漁業協同組合代表理事組合長　畑中英男
　　紹介議員　瀧口義雄、貝塚嘉 、石井芳清
　沿岸小型漁業のクロマグロ漁獲量に規制がかかり、小型漁船の漁業者は大きな困難と収入減に直面している

状況にあることから、以下の事項を国に求めるものです。
　　・クロマグロの資源管理にあたっては、小規模・沿岸釣り漁業の経営維持を最大限考慮すること
　　・クロマグロの資源管理に取り組む者に対して、漁業所得の減少に対する漁業共済制度の見直しや新たな
　　　補償制度の創設などの措置を講じること
　　・魚類資源の保全・沿岸漁業育成のために沿岸漁民専用漁場の拡大をすること
　　・御宿岩和田漁業協同組合の漁業者においても、クロマグロの漁獲実績がありながら、漁獲規制によりク
　　　ロマグロの漁獲が殆どできない状況であることから沿岸小型漁船のクロマグロ漁獲規制制度の見直しを
　　　行うこと
　本請願は全員の賛成により採択され、関係機関に意見書を提出しました。

平
成
29
年
度
御
宿
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

平
成
29
年
度
御
宿
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

平
成
29
年
度
御
宿
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
９
３
８
万
８
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総

額
を
14
億
４
５
７
３
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
、
各
種
交
付
金
の
精
算
に
伴
う
国
・

県
支
出
金
、
共
同
事
業
交
付
金
、
繰
入
金
等
の
変
更
、
歳
出
で
保
険
給
付
費

の
減
額
及
び
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
増
額
で
す
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
５
２
万
２
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総

額
を
11
億
８
４
３
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
保
険
給
付
費
が
当
初
見
込
み
を
下
回
る
こ
と
に
よ
る
減
額

で
す
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
９
７
９
万
２
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総

額
を
37
億
５
１
７
９
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
旧
岩
和
田
保
育
所
解
体
に
か
か
る
経
費
や
ふ
る
さ
と
納
税

額
の
増
加
に
伴
う
経
費
及
び
基
金
積
立
金
を
計
上
す
る
ほ
か
、
事
業
の
完
了

や
進
捗
に
伴
う
不
用
額
の
減
額
で
す
。

平
成
29
年
度
御
宿
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
１
万
９
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

を
１
億
４
０
４
８
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
保
険
基
盤
安
定
拠
出
金
の
精
算
で
す
。
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議会議員活動情報 町議会議員の出席した本会議・委員会・ 
協議会・行事などを紹介します。

（平成 30 年２月〜５月）

27日　議会運営委員会

２月

３月

次の定例会

６月 13 日（水）
         皆さん傍聴に来てください。
手続きは、役場３ 階で住所と名前を書くだけです。

４月
6日　御宿中学校入学式

9日	　御宿小学校・布施小学校入学式

11日　全員協議会（第１回）

17日　議会運営委員会

19日　国保国吉病院出納検査   

23日　例月出納検査 /夷隅郡町村議会議長会総会

　　　 国保国吉病院組合出納検査

24日　御宿町商工会青年部総会

14日　議会だより編集委員会

21日　総務委員会協議会（第３回）

　　　 議会だより編集委員会

　　　御宿町商工会総会

22日　国保国吉病院組合出納検査 

　　　民生委員推薦会  

23日　教育民生委員会協議会（第３回）

24日　例月出納検査

　　　 千葉県町村議会議長会定例会  

25日　産業建設委員会協議会（第４回）

　　　御宿町観光協会総会

28日　国保運営協議会

1日　町有地評価委員会 

7日　定例会　日程第１号

8日	　定例会　日程第２号

9日　定例会　日程第３号

13日　御宿中学校卒業式

　　　布施学校組合第１回臨時会

14日	　定例会　日程第４号

15日　布施小学校卒業式

	16日　御宿小学校卒業式

19日　国保国吉病院組合議会定例会

　　　夷隅郡市広域市町村圏事務組合出納検査

20日　定例会　日程第５号

23日　国保国吉病院出納検査

24日　議員とトーク　ファースト

27日　産業建設委員会協議会（第３回）

５月

*topics*
おんじゅく認定こども園　防災訓練
今回の防災訓練では、近隣で火災が起こったとい
う想定で行われました。先生の誘導のもと、園庭
の安全なところに避難する子どもたちの様子です。
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「町のいいところ・もったいないところ」を
　　　　　　　テーマに議員とトーク を開催

　議会において設置された第４次御宿町総合計画及び

議会改革調査特別委員会（設置期間：平成 27 年 12 月

から平成 29 年 9 月まで）では、前号の御宿町議会だよ

りでお知らせしたとおり、住民の皆さんの議会に対する

意識を調査するため、アンケート調査を行いました。

　アンケートの結果、「議会や議員に対して意見を言え

る機会がない」、「要望はあるが、伝える方法がわからない」

というご意見が多く見られました。

　御宿町議会では、諮問機関として新たに住民意識等調

査委員会を設置し、アンケート結果を踏まえ、議員と直

接話せる「議員とトーク」を企画し、３月２４日に御宿町

公民館で開催しました。

　第１回目の懇談のテーマは、「御宿町の魅力ともったい

ないところ」とし、参加された住民の方から海や風土と

いった町全体のことから、町事業に関することまで、様々

な「いいところ」、「もったいないところ」が寄せられました。

　今回の懇談会は、少人数制で、お茶を飲みながら対

話できる「ワールドカフェ」方式で行い、住民の皆さん

が話しやすいスタイルを意識して実施しました。短い時

間ではありましたが、こういった新しい会議形式の有効

性を実感したところです。

　住民意識等調査委員会では、今後も住民の皆さんと

議会の懇談会の実施について検討する予定です。

　　

今
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予
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ス
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お
読
み
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の
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想
や
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善
の
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案
な
ど
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き
続
き
お
寄
せ

下
さ
い
。

       　
編
集
委
員
長　
石
井　
芳
清

▲当初、議員１名に対し参加者３名を予定してい
　ましたが、当日の参加者数を考慮し、議員と参
　加者が同数程度のグループで実施しました。


